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支
持
率
が
急
落
し
政
権
末

期
状
態
と
な
っ
た
麻
生
内
閣

に
、
与
党
議
員
の
中
か
ら
も

社
会
保
障
費
削
減
や
シ
ー
リ

ン
グ
路
線
の
撤
回
を
強
く
求

め
る
声
が
あ
が
る
な
ど
、
社

会
保
障
の
拡
充
を
願
う
世
論

と
運
動
が
国
会
を
動
か
し
て

い
る
。
２
月
19
日
の
国
会
行

動
で
は
、
協
会
の
下
井
戸
昭

介
副
理
事
長
、
古
田
光
行
監

事
、
事
務
局
ら
４
人
が
、
社

会
保
障
費
２
２
０
０
億
円
削

減
の
撤
回
と
す
べ
て
の
自
主

共
済
を
保
険
業
法
の
適
用
除

外
と
す
る
こ
と
な
ど
を
求

め
、
大
阪
選
出
の
国
会
議
員

に
訴
え
た
。

　

社
民
党
の
辻
元
清
美
衆
院

議
員
と
の
懇
談
に
は
、
保
団

連
・
住
江
憲
勇
会
長
も
参

加
。
住
江
会
長
は
、
保
険
医

休
業
保
障
の
設
立
趣
旨
や
こ

れ
ま
で
健
全
に
運
営
し
休
業

し
た
会
員
と
地
域
医
療
を
支

え
て
き
た
こ
と
や
、
営
利
目

的
の
保
険
業
と
全
く
異
な
る

こ
と
を
説
明
し
、
国
会
の
責

任
で
救
済
措
置
を
講
じ
る
よ

う
求
め
た
。
下
井
戸
副
理
事

長
は
、
自
主
共
済
の
６
つ
の

基
準
を
示
し
保
険
業
と
明
確

に
区
分
す
る
こ
と
を
求
め
る

要
望
書
を
手
渡
し
た
。

　

辻
元
氏
は
、「
助
け
合
い

の
精
神
で
発
展
し
て
き
た
共

済
制
度
の
改
悪
は
、
療
養
に

専
念
で
き
な
い
状
態
を
生
み

出
し
結
果
的
に
地
域
医
療
の

崩
壊
に
つ
な
が
る
。
今
こ
そ

ア
メ
リ
カ
型
の
市
場
原
理
導

入
を
推
し
進
め
て
き
た
構
造

改
革
路
線
を
見
直
す
時
期
」

と
述
べ
、
超
党
派
で
自
主
共

済
問
題
に
取
り
組
む
考
え
を

示
し
た
。

　

民
主
党
の
平
野
博
文
衆
院

議
員
は
レ
セ
プ
ト
・
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
に
対
し
、

「
患
者
の
診
療
情
報
漏
え
い

の
危
険
性
や
対
応
で
き
ず
廃

院
に
追
い
込
ま
れ
る
医
院
が

増
え
る
な
ど
、
問
題
点
が
多

々
あ
る
と
多
く
の
先
生
か
ら

聞
い
て
い
る
」
と
一
定
の
理

解
を
示
し
た
。

◇　

◆　

◇

（
今
回
の
要
請
先
・
敬
称
略
）

【
面
談
議
員
】

（
社
民
・
衆
）
辻
元
清
美
、

（
民
主
・
衆
）
平
野
博
文

【
秘
書
対
応
】

（
自
民
・
衆
）井
脇
ノ
ブ
子
・

大
塚
高
司
・
岡
下
信
子
・
北

川
知
克
・
竹
本
直
一
・
谷
畑

孝
・
中
馬
弘
毅
・
と
か
し
き

な
お
み
・
中
山
太
郎
・
中
山

泰
秀
・
西
野
あ
き
ら
・
原
田

憲
治
・
松
浪
健
四
郎
・
松
浪

健
太
・
柳
本
卓
治
・
矢
野
隆

司
、（
参
）
北
川
イ
ッ
セ

イ
、
谷
川
秀
善
、（
民
主
・

衆
）
長
安
豊
・
藤
村
修
、
馬

淵
澄
夫
（
参
）
梅
村
聡
・
尾

立
源
幸
・
高
嶋
良
充
・
辻
泰

弘
・
藤
原
正
司
・
松
岡
徹
、

（
公
明
・
衆
）
池
坊
保
子
・

北
側
一
雄
・
佐
藤
茂
樹
・
谷

口
隆
義
・
田
端
正
広
、（
参
）

白
浜
一
良
・
山
下
栄
一
・
山

本
香
苗
、（
共
産
・
衆
）
石

井
郁
子
・
穀
田
恵
二
・
吉
井

英
勝
、（
参
）
山
下
芳
生

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

は
２
月
21
日
に
第
22
回
理
事

会
を
開
き
、「
構
造
改
革
」

路
線
か
ら
社
会
保
障
重
視
に

政
治
の
流
れ
を
変
え
る
た
め

「
守
ろ
う
い
の
ち
！
な
く
せ

貧
困
！
３
・
14
近
畿
総
決
起

集
会
」
を
１
０
０
人
の
参
加

で
成
功
さ
せ
る
、
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
の
撤
回

を
目
指
し
大
阪
で
も
訴
訟
を

起
こ
す
、
次
期
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
保
険
給
付
縮
小

に
つ
な
が
る
選
定
療
養
の
拡

大
に
反
対
し
、
普
及
し
て
い

る
給
付
外
診
療
の
導
入
を
求

め
る
立
場
で
会
内
討
議
を
す

る
な
ど
、
当
面
の
医
療
運
動

対
策
を
決
め
た
。

　

近
畿
総
決
起
集
会
は
、
小

泉
「
構
造
改
革
」
下
で
の
公

的
医
療
費
・
社
会
保
障
費
の

削
減
を
止
め
さ
せ
社
会
保
障

重
視
の
政
治
に
転
換
す
る
こ

と
を
求
め
て
、
近
畿
２
府
４

県
の
医
科
・
歯
科
保
険
医
協

会
、
民
医
連
、
社
保
協
な
ど

が
実
行
委
員
会
を
作
り
、
大

阪
・
御
堂
会
館
で
14
日
に
１

５
０
０
人
規
模
で
開
く
。

　

本
稿
で
は
、
開
業
初
年
度

の
歯
科
医
師
に
特
徴
的
な
問

題
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
す
。

（
１
）
歯
科
医
師
に
関
す
る

税
制
の
特
徴

①
所
得
税
（
国
税
）
の
計
算

上
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に

つ
い
て
は
、
必
要
経
費
の
計

算
に
つ
い
て
概
算
に
よ
る
計

算
を
選
択
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
租

税
特
別
措
置
法
（
措
法
）
26

条
に
よ
る
計
算
と
い
い
ま

す
。
た
だ
し
１
年
間
の
社
会

保
険
診
療
報
酬
の
金
額
が
５

千
万
円
以
下
の
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。

②
同
じ
く
社
会
保
険
診
療
報

酬
に
つ
い
て
事
業
税
（
都
道

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
う
ち
①
の
措
法
26

条
に
よ
る
計
算
が
今
回
の
確

定
申
告
に
特
に
大
き
な
影
響

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的

な
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、

前
号
本
紙
に
詳
細
に
解
説
し

て
い
ま
す
。

府
県
の
税
）
が
非
課

税
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

③
消
費
税
（
国
税
）

に
つ
い
て
も
社
会
保

険
診
療
報
酬
に
つ
い

て
は
非
課
税
と
さ
れ

（
２
）
医
院
以
外
の
所
得

　

開
業
初
年
度
に
は
、
本
業

の
医
院
の
収
入
以
外
に
、
旧

勤
務
先
や
非
常
勤
の
勤
務
先

か
ら
の
給
与
、
旧
勤
務
先
か

ら
の
退
職
金
等
の
収
入
が
発

生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
次
の
よ
う
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

①
医
院
の
収
入
…
事
業
所
得

②
給
料
…
給
与
所
得

③
退
職
金
…
退
職
所
得

　

こ
の
よ
う
に
分
類
す
る
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
経
費

の
計
算
方
法
が
異
な
る
か
ら

で
す
。
①
に
つ
い
て
は
原
則

と
し
て
実
際
の
金
額
で
、
②

と
③
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

に
一
律
の
必
要
経
費
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

（
３
）
歯
科
医
師
会
の
入
会

金
や
返
還
さ
れ
な
い
保
証
金

　

歯
科
医
師
会
の
入
会
金
を

例
え
ば
４
０
０
万
円
支
払
っ

た
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
繰
延

資
産
と
呼
ば
れ
ま
す
。
全
額

必
要
経
費
に
な
る
の
は
な
る

の
で
す
が
、
１
年
間
で
は
経

費
に
は
な
ら
ず
５
年
間
か
け

て
均
等
に
経
費
に
な
り
ま

す
。
ま
た
ビ
ル
な
ど
で
開
業

し
て
い
る
場
合
、
支
払
っ
た

保
証
金
の
内
返
還
さ
れ
な
い

部
分
が
あ
り
ま
す
が
こ
の
金

額
も
５
年
間
か
け
て
均
等
に

経
費
に
な
り
ま
す
。

（
４
）
開
業
費

　

開
業
準
備
の
た
め
に
支
出

す
る
費
用
が
あ
り
ま
す
。
開

業
の
た
め
の
情
報
収
集
費

用
、開
業
の
た
め
の
謝
礼
、交

通
費
、開
業
前
の
家
賃（
空
家

賃
）開
業
祝
賀
費
用
、挨
拶
ま

わ
り
の
手
土
産
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
開
業
費
と
言
い
、

前
記（
３
）と
同
じ
繰
延
資
産

で
す
が
、
経
費
に
す
る
仕
方

が
５
年
間
で
均
等
で
な
し
に

１
年
目
で
も
５
年
目
で
も
い

つ
で
も
好
き
な
と
き
に
経
費

に
で
き
ま
す
。
雑
多
な
経
費

で
す
の
で
領
収
証
を
整
理
し

て
お
く
と
か
、
領
収
証
の
無

い
も
の
は
日
時
、
金
額
、
支

出
の
理
由
な
ど
を
記
録
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
５
）
源
泉
税
の
控
除

　

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
か
ら
振
り
込
ま
れ
る
報

酬
や
、
給
料
や
退
職
金
か
ら

し
、
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

場
合
は
還
付
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

（
６
）
青
色
専
従
者
給
与
と

医
業
の
概
算
経
費
控
除
と
の

関
係

　

所
得
税
の
大
原
則
と
し

て
、
配
偶
者
等
生
計
を
一
に

す
る
親
族
に
対
し
て
支
払
っ

た
給
与
は
必
要
経
費
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
例
外

が
青
色
専
従
者
給
与
で
す
。

青
色
申
告
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
他
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
例
え

ば
、
青
色
専
従
者
給
与
と
し

て
４
０
０
万
円
を
支
給
す
る

と
医
業
の
所
得
が
４
０
０
万

円
減
る
わ
け
で
、
大
変
有
利

な
の
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
医
業
の
概

算
経
費
控
除
を
使
う
場
合
に

は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
青
色
専
従
者

給
与
と
概
算
経
費
控
除
を
同

時
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。
一
般
的
に
は
社

会
保
険
診
療
報
酬
が
５
千
万

円
を
超
え
る
場
合
は
使
っ
た

方
が
有
利
だ
が
、
超
え
な
い

場
合
は
使
わ
な
い
方
が
よ
い

と
言
え
そ
う
で
す
。

　

レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義

務
化
撤
回
の
神
奈
川
訴
訟

は
、
９
６
１
人
が
原
告
に
な

り
１
月
21
日
に
横
浜
地
裁
に

提
訴
、
現
在
訴
訟
賛
同
者
は

１
５
０
０
人
を
超
え
、
第
二

次
提
訴
が
準
備
さ
れ
て
い

る
。
大
阪
で
は
医
科
協
会
が

２
月
12
日
の
理
事
会
で
大
阪

地
裁
に
提
訴
す
る
こ
と
を
決

め
、
歯
科
協
会
に
も
提
訴
協

力
へ
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、

歯
科
協
会
と
し
て
も
共
同
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
む

拡
充
策
は
、
個
人
消
費
を
高

め
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す

景
気
対
策
で
あ
る
」と
し
て
、

社
会
保
障
費
を
毎
年
２
２
０

０
億
円
削
減
す
る
閣
議
決
定

の
撤
回
を
強
く
求
め
た
。

　

緊
急
提
言
は
保
団
連
や
民

医
連
な
ど
で
構
成
す
る
医
療

団
体
連
絡
会
議
が
１
月
14
日

に
公
表
し
た
も
の
で
、
無
保

険
者
の
解
消
と
患
者
窓
口
負

担
の
２
割
へ
の
引
き
下
げ
、

歯
科
で
は
義
務
教
育
終
了
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
な
ど

を
柱
に
、
景
気
悪
化
の
な
か

で
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
の
施
策
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。

　

衆
議
院
予
算
委
員
会
が
２

月
16
日
に
行
っ
た
中
央
公
聴

会
で
、
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
の
住
江
憲
勇
会
長
が
民

主
党
な
ど
野
党
４
党
の
推
薦

で
公
述
人
と
し
て
招
請
さ

れ
、
２
２
０
０
億
円
の
社
会

保
障
費
削
減
の
撤
回
や
患
者

負
担
引
き
下
げ
な
ど
を
提
案

す
る
「
景
気
悪
化
か
ら
国
民

の
健
康
を
守
る
緊
急
提
言
」

を
も
と
に
意
見
を
述
べ
た
。

　

住
江
氏
は
、「
個
人
消
費
の

低
迷
、
不
況
の
深
刻
化
、
雇

用
情
勢
の
一
層
の
悪
化
と
い

う
悪
循
環
の
な
か
、
国
民
生

活
を
守
る
た
め
の
実
効
性
あ

る
経
済
対
策
が
緊
急
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
社
会
保
障
の

構造改革路線見直すべき国
会
要
請 辻元氏　共済で超党派の取り組み示す

第22回理事会

３・14集会やオンライン訴訟
当面の医療運動対策決める

「
４
医
療
費
助
成
削
減

反
対
」署
名
を
提
出

　

協
会
は
定
例
府
議
会
開
会

日
の
２
月
24
日
、
会
員
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
た
「
府

の
４
医
療
費
助
成
制
度
の
削

減
反
対
」
署
名
を
府
議
会
議

長
あ
て
に
提
出
し
た
。
署
名

は
同
日
時
点
で
１
５
０
医
院

か
ら
４
６
２
４
筆
寄
せ
ら
れ

た
。
医
科
協
会
な
ど
他
団
体

と
合
わ
せ
て
、
合
計
３
万
１

０
５
６
筆
も
の
府
民
の
願
い

を
府
議
会
に
届
け
た
。

　

大
阪
城
公
園
で
開
か
れ
た

集
会
で
は
、
様
ざ
ま
な
分
野

・
団
体
か
ら
３
５
０
人
が
参

加
。
新
婦
人
の
会
の
上
嶋
ゆ

り
子
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
医

療
費
窓
口
負
担
が
重
く
、
受

診
控
え
の
人
が
少
な
く
な

い
。
兄
弟
が
同
時
に
風
邪
を

引
い
て
も
、
下
の
子
し
か
病

院
に
い
け
な
い
と
い
う
相
談

者
も
い
る
」
と
報
告
。
府
立

高
校
の
非
常
勤
職
員
や
国
際

児
童
文
学
館
関
係
者
か
ら
も

発
言
が
あ
っ
た
。

衆院予算委員会

住江保団連会長が意見陳述
国民の健康を守る緊急提言

開
業
初
年
度
の
確
定
申
告

斎
藤　

直
樹（
税
理
士
）

は
支
払
時
に
源
泉
税

を
天
引
き
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
源

泉
税
は
確
定
申
告
書

の
末
尾
の
と
こ
ろ
に

記
入
し
て
支
払
う
べ

き
税
額
か
ら
控
除

辻元衆院議員（左）に要請書を手渡す、
下井戸氏（右）と古田氏（中）＝２月19
日、衆議院会館 　　　　　　　　　

３・14
集
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

け
て
厚
労
省
や
日
歯
が
選
定

療
養
を
志
向
す
る
な
か
で
、

大
阪
歯
科
協
会
と
し
て
保
険

で
よ
り
よ
い
歯
科
医
療
を
行

う
た
め
、
保
険
給
付
拡
大
の

障
害
に
な
っ
て
い
る
51
年
通

知
は
原
則
廃
止
す
る
と
と
も

ど
を
求
め
て
い
く
。

　

個
別
指
導
が
強
化
さ
れ
つ

つ
あ
る
事
態
に
は
、
大
阪
府

議
会
で
の
改
善
提
起
、
近
畿

厚
生
局
へ
の
改
善
要
望
の
提

出
な
ど
に
取
り
組
む
。

に
、
選
定
療
養
を
拡
大
さ
せ

ず
、
普
及
し
て
い
る
給
付
外

診
療
の
保
険
導
入
を
求
め
る

立
場
で
会
内
討
議
を
進
め

る
。
併
せ
て
、
原
則
３
割
の

患
者
負
担
引
き
下
げ
、
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
拡
大
な

　

景
気
低
迷
・
雇
用
不
安
の

な
か
、
構
造
改
革
の
名
の
も

と
に
行
わ
れ
る
社
会
保
障
削

減
は
、
ま
す
ま
す
国
民
の
生

命
を
削
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
院
内
で
の
署
名
協
力
は

増
え
て
き
て
い
る
も
の
の
、

患
者
さ
ん
の
不
安
は
増
す
ば

か
り―

―

。

　

こ
れ
以
上
、
だ
ま
っ
て
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
国
民
の
生
命

・
暮
ら
し
を
守
る
の
は
国
と

し
て
の
責
任
で
す
。
い
つ
ま

で
も
が
ま
ん
し
て
だ
ま
っ
て

い
る
と
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
人
と
し
て
、
国
民

と
し
て
、
当
然
守
ら
れ
る
べ

き
社
会
保
障
の
た
め
、
皆
で

集
会
に
参
加
し
て
意
思
表
示

し
ま
し
ょ
う
。

�

（
城
東
区
・
玉
川
尚
美
）


